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エレクトロスピニングによる PVA ナノファイバーの調製 
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緒言 
近年, ナノテクノロジーの発展にともないナノファ

イバーへの関心が急速に高まってきている。ナノファ

イバーは単に細いだけでなく大きな比表面積を持つこ

となどから, 従来の繊維にはない特有の効果が生まれ

るため IT, バイオ, 環境分野など様々な分野への応用

が検討されている。一方, ナノファイバーの製造方法

のひとつにエレクトロスピニング法 (以下, ES法) が
挙げられる。ES法とは, ポリマー溶液に高電圧を印加

してノズルの先端から噴出させ, ポリマー溶液を極細

化すると同時に溶媒を蒸発させ, 続いてポリマーを捕

集することにより, ワンステップで超極細繊維からな

る不織布を得る方法である。本研究では ES 法におい

て容易にナノファイバーを作製できることで知られる

PVA(ポリビニルアルコール)を用いてナノファイバー

の作製をおこなった。また, 印加電圧, 電極間距離, ポ
リマー溶液供給速度およびノズル内径が, 得られるフ

ァイバーのモルフォロジーへ与える影響について調査

した。 
 
実験 
 試料には PVA (クラレポバール PVA-217 株式会社

クラレ) を用い, また実験には Fig.1 に示す ES 装置

を用いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig.1. electrospinning apparatus 

実験はまず, サンプル瓶にPVA を1.0 g入れ, イオ

ン交換水10 mL を加えた。室温で1 日攪拌して溶解

させ, 10 wt%PVA 水溶液を調製しこれをサンプルと

した。次に, シリンジにサンプルを約1.0 mL 入れ, シ
リンジ内の空気を抜いた後, 針先を平らに加工した注

射針を取り付けシリンジポンプに固定した。シリンジ

ポンプの電源を入れ, feed rate, および volume を設

定した後, 送液を開始した。その後, 高電圧電源装置

の電源を入れ, 電圧を設定電圧まで上げ, 針先とター

ゲット間に高電圧を印加して紡糸を行った。実験条件

は, 印加電圧を 10, 12, 15 kV, 電極間距離を 10, 15, 
20cm, フィードレートを0.20, 0.25, 0.30 mL, ノズル

内径を23, 25 Gとした。 
作製したPVA ナノファイバーは, 室温で12時間減

圧乾燥し, 5 mA で 5 分間金蒸着した後, FE-SEM 
(S-4200, 日立製作所) を用いて観察した。 
 
結果および考察 
今回作製したすべてのサンプルにおいてビーズは発

生しておらず, 主に100～300 nmのサイズのナノフ

ァイバーを作製することができた。印加電圧を変化さ

せて紡糸した結果, 印加電圧の増加によってファイバ

ー径が小さくなり, ファイバー径の均一性が増加した。

また, ファイバー収量も印加電圧にともない増大した。 
電極間距離を変化させた場合, 電極間距離が長いほど

ファイバー径は小さくなるが, その収量は減少した。

また, ノズル内径が小さいほどファイバー径が小さく

なることもわかった。しかしながら, 供給速度を変化

させ紡糸した

場合では, フ
ァイバー径, 

ファイバー径

の均一性に対

する影響は, 
ほとんど確認

できなかった。          
Fig.2. SEM image of PVA fiber 

以上, 本研究において, ES 法を用いて PVA の紡糸

を行った結果, 印加電圧を 15 kV, 電極間距離を 20 
cm, ノズル内径を 25 G とした場合, 細くかつ均一性

の高いファイバーを得ることができた。今後は, 異な

る濃度の溶液, あるいは他の原料の紡糸を検討してい

きたい。 
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